
『失敗を怖がる」子どもたちが増えている！”転ばぬ先の杖”を出す、それは本当に子どものため？  

高濱正伸先生に聞く、乗り越える力、打たれ強い心を育てる【失敗体験】の大切さとは』  

小学館 HPより https://hugkum.sho.jp/571339 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

挑戦と失敗の大切さ 

校長 加 藤 広 章 

 １０月１８日（土）に、開校５０周年記念の第５０回学芸会が行われました。ご覧の皆さん

もご存じのとおり、どの学年もそれぞれの持ち味を生かした、すばらしい発表となりました。 

 子どもたち一人一人が、目をキラキラさせて役を演じたり、はつらつとダンスを踊ったり、

にこやかに歌ったりする姿がたくさん見られました。中には、私のように音楽やダンスが少し

苦手という子もいたかもしれません。それでも、自分にできる精いっぱいの姿を見せようと頑

張る子どもたちの姿は、本当に輝いていました。 

 学芸会に向けて、子どもたちは得意・不得意にかかわらず、自分たちの演目をより良いもの

にしようと、一人一人が「挑戦」してきました。その過程では、思うようにいかず悔しい思い

をしたり、恥ずかしい思いをしたりした子もいたことでしょう。 

けれども、「挑戦」には「失敗」がつきものです。言い換えれば、「挑戦」しなければ「失

敗」もありません。つまり、「失敗」は自分が確かに「挑戦」した証なのです。失敗から学び、

乗り越えた先で、自分が目指した何かにたどりつく経験こそが、とても大切なのだと思います。 

 ところが最近、「失敗」を恐れる子どもが増えていると言われます。その背景には、私たち

大人が「失敗させまい」とし過ぎていること、そして失敗したときに大人の力で乗り越えさせ

てしまうことがあるのではないかと思っています。 

 私自身、子育てを経験し、今は孫の世話もしています。かわいい我が子や孫が困っている姿

を見るのは、やはりつらいものです。しかし、子どもたちが自分で悩み、考え、乗り越えてい

く経験こそが、将来の大きな力になるのだと感じます。 

 これからも、子どもたち一人一人が安心して挑戦し、たとえ失敗してもそこから学び、成長

していけるよう、私たち大人が温かく見守り、支えていきたいと思います。 

なお、このことに関わる高濱先生（花まる学習会代表）の記事がありましたので、ぜひ併せ

てご覧ください（下参照）。 

  

 

 

 

【重点】思いや考えを伝え合い よりよく関わり、挑戦し続ける児童の育成 

新たな時代を創造する 人間性豊かな児童の育成 
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日 曜

1 土

2 日

3 月

4 火

5 水

6 木

7 金

8 土

9 日

10 月

11 火

12 水

13 木

14 金

15 土

16 日

17 月

18 火

19 水

20 木

21 金

22 土

23 日

24 月

25 火

26 水

27 木

28 金

29 土

30 日

 行         事         予         定

文化の日

全校集会⑥(50周年記念)　読書週間　就学時健診

フッ化物洗口　特支保護者面談⑦

特5

特6　英検ESG(6年)　

私の未来プロジェクト(4年)

特5　

フッ化物洗口

ALT来校　６年陶芸体験

フッ化物洗口　外国語活動サポーター来校　３年人権教育プログラム

委員会⑦

勤労感謝の日

SC来校

振替休日

特5

参観日・ふれあい集会(１．６年)　フッ化物洗口

参観日・ふれあい集会(３．４年)

参観日・ふれあい集会(２．５年)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

東光小学校では、道内の PTA や校長会、

教育委員会で構成された「北海道子どもの

生活習慣づくり実行委員会」が呼びかけて

いる「どさんこアウトメディアプロジェク

ト」を推奨しています。これは、テレビ、ビ

デオ、テレビゲーム、携帯用ゲーム、インタ

ーネット、携帯電話などの電子メディアに

接触する時間を減らすことを言い、電子メ

ディアを排除するものではありません。電

子メディアに上手に触れることで過度の接

触を減らし、自分自身の時間・家族の団ら

ん・人と人とのつながりの時間を大切にし

ようというものです。電子メディアに接触

する時間については、親子で一緒に各家庭

のオリジナルルールをつくってみてはいか

がでしょうか。 

【参考】 

東光小学校では医師の助言を元に 1 日２

時間までの使用時間を推奨しています。 

アウトメディア 

放課後の過ごし方 

 子どもたちが成長していくと、交友関係・

行動範囲も広くなってきます。そんなとき

に、次の点について注意が必要です。 

 ○外出先・帰宅時刻を知らせて行く。 

 ○大人のいない家には上がらない。 

 ○用事もないのに、お店に入らない。 

 ○買い食いやおごりおごられはしない。 

 ○お金・カードなどの貸し借り、あげたり

もらったはしない。 等 

 家庭と学校が連携しながら見ていくこと

が大切です。ぜひ、安全に過ごせるように、

ご協力よろしくお願いいたします。 

東光小 PTA では、家庭の教育費の負担軽減を図るため、再生資源回収に取り組んで

います。昨年の１１月から８月までに４７１８６円の収益がありました。この収益は、

８月２９日に行われた市教委主催の６年生のミュージカル鑑賞の貸切バス代の補助と

して使用しました。通常１人１２００円程度かかるところ、今年度は１人５５０円とな

り、家庭の負担を軽減することができました。暑い時期でしたが、移動する際の熱中症

の心配がないことや、演目終了時刻が遅いため路線バスだと給食に間に合わないことも

あるのですが、ご家庭にお弁当を用意してもらうことなく行き来することができ、学校

としても大変助かりました。ご協力いただきました皆様に感謝申し上げます。 

すでに、次年度に向けて再生資源回収を実施中です。詳細は、東光小学校 HP 

もしくは右の２次元コードからご覧ください。（http://www.asahikawa-hkd.ed.jp/toko-els/） 

【毎日２４時間・土日も回収中】

段ボール、古新聞紙、古

雑誌、紙パック、アルミ

缶を回収しています。 

http://www.asahikawa-hkd.ed.jp/toko-els/

